
大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 福岡 寬）は１月２２日（木）、
追手門学院大学経営学部長で教授の水野浩児氏を講師に迎え、「企業価値担保権
の理解を深める研修」と題して研修を実施し、各営業店長と営業店の中核を担う
職員１３７名が受講しました。 
本年５月２５日の「事業性融資の推進等に関する法律（事業性融資推進法）」

施行に先立ち、成立の背景や全体像、企業価値担保権の仕組みについて解説をし
ていただきました。 

受講生からは「事業性評価の重要性を再認識するきっかけとなった。」「『真
のメインバンク』としてお取引先企業の伴走支援に今まで以上に邁進していきた
い。」と決意を新たにする感想が聞かれました。 
当金庫は今後とも「地域密着による課題解決 No.１の信用金庫」の実現に向けて、

お取引先企業の抱える悩みに真摯に耳を傾け、迅速かつ深度ある解決策を考えて
ご提案できる人財を育成してまいります。 

記 

１．開催日  令和８年１月２２日（木） 
２．場 所  本店２階大ホール 

３．講 師  追手門学院大学経営学部長 教授 水野浩児 氏 
４．参加者  営業店長および営業店職員 １３７名 
５．内 容  （１）事業性評価の取組の変遷 

（２）事業性融資推進法について 
（３）企業価値担保権の理解と活用 

 令和元年６月１２日 

「企業価値担保権の理解を深める研修」を実施 

～ 追手門学院大学 経営学部長 教授 水野浩児氏を招聘 ～ 

令和８年１月３０日 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組み 

のうち、右記の目標に寄与するものです。 

講義を行う水野教授 

以 上 



 

 

 
 大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 福岡 寬）は１月２０日（火）、
「認知症サポーター養成講座」を開催し、新入職員１２２名が受講しました。 
同講座は、認知症の方やその家族の応援者である「認知症サポーター」を養成

するもので、平成２３年から開催しています。 
新入職員は始めに、認知症を患っている方がどのような気持ちで日々過ごされ

ているのか講師から説明を受けました。その後、店頭窓口やＡＴＭコーナーでの
声掛け、対話方法などについてアイデアを出し合うことで、認知症の方でも安心

してご利用いただくための対応を学びました。 
受講後、新入職員には認知症サポーターの証として「認知症サポーターカード」

と「ピンバッジ」が授与されました。 
当金庫の認知症サポーター資格者は、今回の受講者を含め７４５名となりまし

た。今後とも、同サポーターを養成し、高齢者が安心して暮らせる地域社会づく
りに貢献してまいります。 

記 

１．認知症サポーター養成講座 
（１）開 催 日  令和８年１月２０日（火） 
（２）場  所  本店２階大ホール 

（３）参加者数  新入職員１２２名 
（４）講  師  大阪市認知症介護指導者 今堀 富美代 氏 

  ２．認知症サポーターについて 
     認知症を正しく理解し、認知症の方やそのご家族を温かく見守り支え

ていく応援者です。厚生労働省では認知症サポーターの養成に取り組ん
でおり、その人数は令和７年９月末現在、全国で約１,６５３万人となっ
ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和元年６月１２日 

新入職員１２２名が「認知症サポーター養成講座」を受講 

～ 認知症サポーターの資格者が７４５名に ～ 

令和８年１月３０日 

 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組み 

のうち、右記の目標に寄与するものです。 

認知症の方への理解を深める新入職員 以 上 



 

 

大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 福岡 寬）は、１月２３日（金）、 

八尾市亀井中学校の金融教育に協力するため職員を講師として派遣し、同校２年生 

７０名を対象に「お金の大切さを知るシティ信金マネースクール」を開催しました。 

当金庫は、令和３年に八尾市と地域活性化に向けた包括的連携協定を締結してお

り、本スクールはその連携の一環として開催したものです。 

当日は、信用金庫と銀行の違い、金融機関の基本機能や通貨の役割など、基本的

な金融の仕組みに加え、金融犯罪や暗号資産、ゲームへの課金など、中学生にも身

近な事例を基に解説し、お金の利便性と危険性について考える機会となりました。 

当金庫はこれまでも、大学での寄付講座や中学生の職業体験学習の受け入れ、商

店街における商業体験型イベント「子どもお店バトル」の開催協力など、金融教育

活動を通じた地域貢献に取り組んできました。今後も地域との連携を図り、地元大

阪の将来を担う人材の育成に貢献してまいります。 

 

記 

 

１．日 時   令和８年１月２３日（金） 
１３：２５～１４：１５  １４：２５～１５：１５ ２回 

２．場 所   八尾市立亀井中学校 
３．対 象 者   同校２年生 ７０名 
４．目 的   高校生への金融教育の必修化に伴い、中学校でも一定の金融教育が

必要との考えから、貨幣や金融機関の役割など身近な事例を交えな
がら理解を促し、金融リテラシーの向上につなげる。 

５．講 義 
 （１）名  称  お金の大切さを知るシティ信金マネースクール 
 （２）主な内容 ・信用金庫と銀行の違い   ・金融機関の基本機能 
         ・通貨の役割        ・暗号資産の特徴 
         ・お金の大切さ       ・万博出展を通じた産業振興 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八尾市の中学校で出前授業を実施 

～ 信用金庫の仕事とお金の大切さを講話 ～ 

令和８年１月３０日 

 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組み 

 のうち、右記の目標に寄与するものです。 

以 上 
実例を交え対話しながら解説する当金庫職員 



 大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 福岡 寬）は、羽曳野市・羽曳野

市商工会主催で行われた「あとつぎ相談会『つぐかい』」開催に協力しました。 

同相談会は地域における事業承継支援の一環として初めて開催され、同市内に

本社・事務所を構える法人および個人事業主を対象に、羽曳野市役所と企業への

出張型とで５日にわたり行われました。自社の抱える承継課題の悩みを専門家に

個別で無料相談できる機会となりました。 

事業承継をはじめとした中小企業の課題解決に取り組む当金庫は令和５年３月

から締結している同市との包括連携協定に基づき、同市内の古市支店や恵我之荘

支店のお取引先企業を中心に参加者募集に協力しました。 

 今後も、行政・公的機関など地域との連携によるお取引先企業の事業承継課題

の解決に取り組んでまいります。 

記 

１．開 催 日 【来所型】令和８年１月２０日（火）２１日（水） 

【出張型】令和８年１月２３日（金）、２６日（月）、２７日（火） 

２．会 場 【来所型】羽曳野市役所４階北会議室 

【出張型】相談申し込み企業本社 など 

３．相談分野  ・親族、従業員への承継に関する相談 

 ・Ｍ＆Ａに関する相談 

 ・事業承継、Ｍ＆Ａ補助金に関する相談 など 

４．主 催 者  共催：羽曳野市、羽曳野市商工会 

 協力：大阪シティ信用金庫 

大阪府事業承継・引継ぎ支援センター 

以 上 

 

令和元年６月羽曳野市「あとつぎ相談会『つぐかい』」に協力 

 ～ 行政と連携したお取引先企業への事業承継支援の一環 ～ 

令和８年２月２日 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組みのうち、 

右記の目標に寄与するものです。 



大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 福岡 寬）は、２月２日（月）から、

大阪の子どもたちの確かな「学び」と「はぐくみ」の支援を実施する大阪府の「大阪

教育ゆめ基金」とタイアップした定期積金「シティ教育ゆめ定期積金２０２６」を発

売します。 

「大阪教育ゆめ基金」では、英語教育推進事業、子ども読書活動環境整備事業、ス

ポーツ指導・体力向上支援推進事業、不登校対策支援事業といった子どもの教育の充

実に資するさまざまな事業で寄付金が活用されています。当金庫もＳＤＧｓ（持続可

能な開発目標）達成に向けた取り組みとしてこれらの趣旨に賛同し、同基金へ「シテ

ィ教育ゆめ定期積金２０２６」の掛金総額の０．０２５％を寄付します。 

当金庫は「信頼で地域とつながる」のスローガンのもと、今後も大阪府と連携した 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動等を通じて、地元大阪の活性化に努めてまいります。

記 

１．寄付内容 

本定期積金取扱終了時点の掛金総額の０.０２５％相当額を当金庫が拠出し、 

「大阪教育ゆめ基金」に寄付します。 

お客さまに寄付金の負担はなく、本定期積金のご契約により、大阪府すべて 

の子どもの学びを支援する同府の事業にご協力、ご参加いただけます。 

ご契約者いただいたお客さまには記念品を進呈します。 

２．商品概要 

（１）商 品 名 シティ教育ゆめ定期積金２０２６ 

（２）募集期間 令和８年２月２日（月）～４月３０日（木） 

（３）募集総額 ２０億円（募集総額に達した時点で取り扱い終了） 

（４）対 象 個人・個人事業主および法人のお客さま 

（５）預入金額 毎月１万円以上 １０万円以内（１,０００円単位） 

（６）期 間 ３年（３６回） 

（７）適用利率 年０.３２％ 

令和元年６月１２日 

「シティ教育ゆめ定期積金２０２６」を発売 

～ 大阪教育ゆめ基金へ掛金総額の０．０２５％を寄付 ～ 

令和８年２月２日 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組みのうち、

右記の目標に寄与するものです。 

契約いただいたお客さまに進呈する記念品 
１２色カラー丸シールセット 

以 上 


